


　　表紙写真説明

「２号館から建設中の４号館を望む（旧17号館跡地）」（2014年5月中旬撮影）
撮影者　橋本　忍（ZY②）

第5回 奈良部会開催のご案内

　大阪支部は、毎年滋賀、京都、奈良、和歌山の地方部会を持ち回りにて開催しております。
今年は、奈良部会が担当して、次のとおり開催いたしますので、ふるってご参加下さい。

１．開催日時：平成26年９月27日（土）　13：00 ～ 19：00（雨天決行）
２．集合場所：近鉄橿原神宮前駅　中央改札口　13時
３．予定行程（徒歩４km）

橿原神宮・久米寺・橿原考古学研究所付属博物館など
博物館見学後に、懇親会会場へご案内します。（17：00ごろ）
今回、博物館サポート会員の内海 春樹氏により、各所の案内および
「古事記と日本書紀」と題した講演を行います。

４．参加費用：５, ０００円（当日集めます）
５．参 加 者：名古屋工業会員およびご家族、ご友人
６．申込み締切：９月13日（土）
７．申込み先：西川　嘉一（G50） Email：fwpg0181@mb.infoweb.ne.jp  TEL/FAX：0745-78-8732
８．申込み記入事項：①氏名　②勤務先(OBの方は元）　③住所（保険加入のため必要です）

④卒業学科、年次　⑤TEL（できれば携帯電話をお願いします）　⑥Emailアドレス
９．詳細連絡：参加者には直接連絡し、大阪支部ＨＰにも掲載します。

大阪支部長　木越　正司（C44)
奈良部会長　西川　嘉一（G50）

大阪支部主催行事

名古屋工業大学OBオーケストラ演奏会のご案内 

★日　時：2014年9月27日（土）　開場16：00　開演16：30
★場　所：愛知県芸術劇場コンサートホール
★演　目：S.ラフマニノフSym.2
　　　　　W.A.モーツァルトSym.36「リンツ」
　　　　　R.ワーグナー「マイスタージンガー前奏曲」
★指　揮：中村暢宏

※出演を希望する場合、チケットご希望の方は、名古屋工業大学OB会HPをご確認ください。
　http://www.hnk.sakura.ne.jp/nitoborchestra/
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　一般社団法人名古屋工業会の平成26年度定期
総会、理事会ならびに会員総会が５月24日(土)、
中日パレスにおいて開催された。
　定期総会には、理事長、副理事長、常務理事、
代議員等が出席し、二杁常務理事の司会で、篠
田理事長が開会挨拶の後、議長となり、議事録
署名人を指名した。二杁常務理事が報告事項を
説明した後、25年度事業報告及び収支決算案、
26年度事業計画及び収支予算案、理事の選任に
ついて審議され、各議案とも原案どおり議決さ
れ、終了した。
　その後の理事会には理事・監事が出席し、篠
田理事長が開会を宣言、木越副理事長が議長と
なり、新理事長の選任と相談役の就任について
審議し、新理事長に水嶋敏夫氏を選任、相談役
に篠田陽史氏の就任が議決され、終了した。
　続いて開催された会員総会では、冒頭、25年
度にご逝去された会員物故者69名のご冥福を祈
り、出席者全員で１分間の黙祷を捧げた。
　会員総会は二杁常務理事が司会となり、水嶋
理事長の挨拶、篠田前理事長の退任挨拶、鵜飼
学長の会長挨拶の後、定期総会ならびに理事会

平成26年度 定期総会・会員総会 報告
で諮られ承認された決議事項が報告された。
　次に総会行事として、理事長から叙位叙勲等
表彰者に記念品、母校退職職員に感謝状等、会
員で卒業満70・60・50・40周年の代表者に記念品、
退任役員へ感謝状と記念品が贈呈された。また、
鵜飼学長より篠田前理事長にこれまでの功績を
讃えて名工大から感謝状が授与された。
　続いて、夏目欣昇氏(院Ｓ⑦)の司会で、株式
会社山下設計代表取締役社長田中孝典氏(Ａ45)
から「設計者から見た 建設業の真実」と題して
特別講演をいただいた。講演終了後には、地方
で建設業を営む会員や建築学科の学生を指導す
る立場から、活発な質疑応答が行われた。
　会場を移して開催された懇親パーティーで
は、阿部副理事長の司会で北村副理事長の挨拶
の後、水嶋理事長の乾杯の発声で始まり、名古
屋工業大学ＯＢオーケストラによる演奏のな
か、杯を交わしながら和やかに歓談、旧交を温
めた。最後に、恒例となった学歌「東海の邦の
ほまれに」を声高らかに歌い、木越副理事長の
閉会の辞で盛会裡に閉会した。

平成２６年度　定期総会　次第
１．議　　　事　（決議事項）
　　第1号議案　平成25年度事業報告及び収支決算案
　　第2号議案　平成26年度事業計画及び収支予算案
　　第3号議案　理事の選任

平成２６年度　会員総会　次第
１．理事長挨拶　一般社団法人 名古屋工業会理事長　水嶋敏夫
　　　　　　　　一般社団法人 名古屋工業会前理事長　篠田陽史
２．会 長 挨 拶　国立大学法人名古屋工業大学学長　鵜飼裕之
３．報 告 事 項　定期総会ならびに理事会での決議事項の報告
４．行　　　事　イ　叙位叙勲等表彰者に記念品贈呈（3名）
　　　　　　　　ロ　名古屋工業大学定年退職職員への感謝状等贈呈（9名）
　　　　　　　　ハ　名古屋工業大学卒満70.60.50.40周年の会員へ記念品贈呈（304名）
　　　　　　　　ニ　退任役員へ感謝状等贈呈（３名）
　　　　　　　　ホ　特別講演　　講師：田中孝典氏（Ａ45）株式会社山下設計 代表取締役社長
　　　　　　　　　　　　　　　　演題：「設計者から見た　建設業の真実」
５．懇親パーティー
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　先ほど総会で理事に選任され、その後開催さ
れました理事会で理事長に就任しました水嶋敏
夫でございます。就任にあたり、一言ご挨拶申
し上げます。
　名古屋工業会は、明治から平成まで100年近
い歴史を刻んでおりますが、皆様ご承知のとお
り昨年４月には、一般社団法人として新たな一
歩を踏み出しました。これまでの歴史と、篠田
前理事長が「耀く、ますます耀く母校を願って」
推進してこられた改革の成果を引き継ぎ、全学
同窓会としての役割を果たすべく取り組んで参
りますので、皆様のご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。
　私の理事長就任初年度の課題を申し述べるに
あたり、名古屋工業会の活動を２つの柱で考え
てみたいと思います。我々工業会の特徴は、名
工大の全学生、教職員および卒業生を有資格者
とする全学組織であり、事業目的の第一に「大
学の支援」を掲げた点があげられます。『名工
大憲章』には大学の基本使命として“常に新た
な産業と文化の揺籃として革新的な学術・技術
を創造し社会の平和と幸福に貢献する”とあり
ます。鵜飼学長の方針のもと、実践的工学エリー
トを養成するため、学部・大学院の６年一貫教
育や、融合的分野からなる新教育課程創設など
の改善に取り組もうとされています。そうした
諸施策を展開する大学への支援を第１の柱とし
て参りたいと存じます。
　ところで、本年７月に開催される『鳥人間コ
ンテスト』に、名工大の人力飛行機研究会が初
出場すると聞きましたが、面白い人達がいるも
のだと心強く思いました。どんな事にもチャレ
ンジできる意欲旺盛な人材がドンドン輩出され
る魅力的な大学を目指して、我々工業会が積極
的に支援して参りたいと存じます。
　我々工業会の活動の第２の柱は、会員相互の
親睦と考えます。ＯＢ相互の繋がりは、単科会

や卒業年次別のクラス会が中心だとは思います
が、会誌「ごきそ」の発行やホームページ更新
により、当会会員への情報提供を充実してきま
した。今後もより有益な情報発信をねらった電
子媒体の活用等の改善に努めて参ります。一
方、全国に１万３千人の会員を有する当会です
が、全体で７万人にならんとする卒業生のうち
会員は約２割に過ぎず、卒業生の組織率向上
は会員相互の親睦活動の前提となります。一昨
年より開始しております新入学生の会員入会率
は９０％以上でありますので、今後は既に卒業
されている方々の会員入会を促す事が必要だと
思います。すでに会員となられている皆様にお
願いするのも恐縮ですが、皆様の身近にいらっ
しゃる先輩・同僚・後輩の同窓生に対し機会を
とらえた勧誘をお願い致します。
　以上のように、我々工業会の活動は大学支援
と会員相互親睦を2本の柱として進めて参りま
すが、最後に、母校が行う名工大基金へのご協
力についてお願い申し上げます。我々の母校は
今や国立大学法人であり、グローバルに活躍で
きる優秀な学生を輩出し続けるには、卒業生の
皆さんの支援が必要です。あらゆる機会をとら
え、名工大基金への寄付のご協力をお願い致し
ます。
　さて、2020年の東京オリンピックの開催も決
定しており、我が国の成長に大きな期待が高
まっています。明るい未来を創る人づくりに、
我々工業会の活動が貢献できますよう、そのた
めにも皆様の積極的なご提言をお願いしまし
て、理事長就任の挨拶と致します。ありがとう
ございました。

一般社団法人　名古屋工業会
理事長　水嶋　敏夫（Ｍ42）

理 事 長 挨 拶
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　会員総会に先立ち開催されました理事会に於
いて、私の理事長退任をご承認頂きました。
　平成20年５月、牛込前理事長より理事長を受
け継いでから６年になります。この間、会員の
皆様の温かく強いご支援、ご協力を頂き、職責
を果たすことができました。本当にこの６年間
ありがとうございました。
　また、素晴らしい新進気鋭の水嶋理事長が選
ばれましたこと、当会にとって心強い限りです。
　私にとって、法人創立以来47年に亘る社団法
人名古屋工業会の長い歴史の最後の理事長とし
て、そして新法人法による一般社団法人名古屋
工業会の初代理事長という記念すべき機会に出
合うことができましたが、それ以上に母校の支
援を事業目的の第一とした新法人名古屋工業会
が昨年５月に発足し、以来１年、大きな成果を
挙げつつあること、改めて、会員の皆様、大学、
そして関係各位の多大なご支援の賜物と深く感
謝申し上げます。
　更に申し上げたいことが有ります。長年、名
古屋工業会事務局長を務め、また新法人立ち上
げの実務を担当してきた加地敏弘氏が、私の理
事長退任と時を同じくして、退職いたします。
加地氏の功績の重さは計り知れません。本当に
ありがとうございました。

　常務理事二杁幸夫氏も、私を６年間支え続け、
また新法人立ち上げの立役者であり、本当に苦
労を分かち合いました。二杁氏には新執行部に
も常務理事として継続して加わって頂き、名古
屋工業会の事業展開に切れ目ができないよう、
お願いいたしました。誠にご苦労ですが宜しく
お願いします。
　私が今日を迎えることができましたことは、
両氏の献身的な努力の賜物であるとともに、事
務局職員の皆様の支えがあってこそと感謝する
のみです。
　大学は本年４月、鵜飼学長が就任され、次の
発展へと進んで行かれます。名古屋工業会も水
嶋新体制で更なる事業展開となります。私達工
業会会員全ての願いである「耀く、ますます耀
く母校を願って」は間違いなく達成されます。
　最後になりましたが、改めて会員の皆様のご
支援、ご協力に、御礼申し上げるとともに、会
員の皆様方の今後ますますのご健勝を祈念し、
退任のご挨拶といたします。

一般社団法人　名古屋工業会
相談役（前理事長）　篠田　陽史（M33）

前理事長挨拶

叙勲受章者へ記念品を贈呈後に握手 退任役員へ感謝状と記念品を贈呈
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　ご紹介いただきました名古屋工業大学長の鵜
飼でございます。
　本日は、名古屋工業会会員総会の開催、誠に
おめでとうございます。
　名古屋工業会の会員の皆様には、日頃より名
古屋工業大学のために多大なるご支援を頂戴し
深く感謝申し上げます。
　本日勇退されます篠田様には、６年間の長き
に亘り名古屋工業会理事長として会の発展、一
般社団法人への移行などに尽力されてこられま
したが、特に、本学との連携強化を推進され、
本学のために大変ご支援を頂戴致しました。こ
こに、改めて厚くお礼申し上げます。本当にご
苦労様でございました。
　また、本日から新たに理事長にご就任されま
す水嶋様には、これまでも、先輩として、また
企業トップとして本学のために色々とご尽力を
賜ってまいりましたが、今後は、名古屋工業会
の理事長として、より一層本学の教育研究に対
してご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、私こと、昭和52年に計測工学科を卒業
し、学生時代を含めますと40年以上を御器所が
丘で過ごしてまいりました。本日ご列席の卒業
生の皆様を前に、改めて学長としてご挨拶させ
て頂くことを大変光栄に存じております。ご
承知のように名古屋工業大学は、明治38年の名
古屋高等工業学校、昭和18年の愛知県立高等工
業学校を源流として、今年で109年を迎えます。
長い歴史と伝統を受け継いでいく重責に身の引
き締まる思いでございます。学長として、さら
に名工大を発展させるために全力を尽くしてま
いる所存でございます。今後ともご指導ご鞭撻
をよろしくお願い申し上げます。
　さて、本学は法人化されて今年で11年目を迎
えますが、国立大学法人を取り巻く状況には
大変厳しいものがあります。そのような中で学
長に就任するにあたって、将来ビジョンと大学
改革のための行動目標を示させていただきまし

会 長 挨 拶
国立大学法人 名古屋工業大学　学長
　一般社団法人 名古屋工業会　会長

鵜飼　裕之（F52）

た。この場をお借りして簡単にご紹介させてい
ただきます。
　先ず、一つ目は、教育に関するビジョンです。
　これまで本学は、７万人余りの卒業生を輩出
してまいりましたが、おかげさまで卒業生は大
変高い評価を頂いており、それがわが国の産業
を支えてきたことを誇りに思っております。こ
の伝統を引き継ぎながらもそれに甘んじること
なく、社会がグローバル化する中で、本学も新
たなグローバルステージに踏み出してまいりま
す。今や、産業のグローバル化に伴い、日本だ
けでなく、世界で活躍できる技術者が要望され
ています。また、専門性に長けた人材のみなら
ず、技術を価値につなげイノベーションを創出
するような幅広い視野をもち俯瞰的な見方がで
きる人材が求められています。さらには、ベン
チャーを立ち上げる気概をもった人材も求めら
れています。このように、社会・産業界からは
多様な人材養成の要望があり、それに応えるた
め、これまでの工学体系を見直して学部と大学
院の一体的な改革を行い、新たな名工大発の工
学教育モデルを作っていくことを検討しており
ます。科学技術で未来社会を創るという高い志
を育む教育をめざす。これが一つ目の教育ビ
ジョンです。
　二つ目は研究に関するビジョンです。
　おかげさまで、先生方の高い研究レベルと豊
富な成果により、本学は社会から「テクノロジー
の宝庫」と評されるに至っております。それを
さらに盤石なものとするとともに、世界トップ
クラスの研究レベルにあるとされる応用化学、
材料科学などを一層強化して本学の研究ブラン
ド力のアップに努めてまいります。そのために、
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学内にユニバーシティ・リサーチ・アドミニス
トレーター（URA）というポジションを配置し、
学内の研究の中から先端的、独創的研究を発掘
し、国際共同研究や大型プロジェクトなどにつ
なげて組織的に支援していく仕組を作ります。
　また、中京地区は、ものづくり産業の集積地
であり、その好環境に名工大は支えられ、育て
られてきました。その結果、本学は産学連携共
同研究では多くの実績を築き、社会からも高い
評価を頂いております。今後も、産学官連携機
能を強化し、併せて地域の中小企業に優れた技
術を提供してグローバルカンパニーへの成長に
貢献してまいりたいと思います。世界における
工学のイノベーションハブを構築する。これが
名工大の研究ビジョンです。
　そして、三番目は、法人運営に関するビジョ
ンです。
　国立大学は、法人化の平成16年から運営費交
付金が毎年１％ずつ縮減する厳しい財政の中で
運営する状況が続いております。幸い本学は産
学官連携研究によって外部資金の獲得では高い

実績を得ております。これをさらに強固なもの
とするため、工科系大学としての機動力・柔軟
性を活かした教育研究による収益を充実させて
経営基盤を確立し、効率的に運営してまいりま
す。社会変化に対応しながら常に前進する大学
をめざす。これが三番目のビジョンであります。
　第三期中期目標期間までの２年間の改革加速
期間においては、これら三つのビジョンをめざ
し、不断に教育改革、研究改革、財政改革を実
行してまいります。
　本学が発展していくためには、卒業生の皆様
からのご支援が必要です。ご寄附や研究支援と
いう形だけでなく、皆様の持っておられる知見・
経験を教育に生かしていく機会を設けるなど、
卒業生の活力を本学の教育研究に活用させて頂
きたいと期待しております。
　昔同様、今も学生は元気です。この元気な学
生をさらに元気にし、高い志をもって育ってい
くような大学にしたいと思います。
　皆様のご支援、ご協力をお願いして、私のご
挨拶とさせて頂きます。

平成26年５月24日

会員各位
一般社団法人　名古屋工業会　

理事長　水嶋　敏夫　

平成26年度定期総会及び決議ご通知

平成26年５月24日(土)開催の一般社団法人名古屋工業会定期総会において、議案全てが議
決されましたのでご通知申しあげます。

会員総会風景 懇親パーティ（水嶋理事長が乾杯の発声）
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